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（単位：百万円）

予　　　算 決　　　算
差　　　額

（決算－予算）
備　　　　　　　　　　考

収入

運営費交付金 58,332          60,330          1,998            （注１）

うち復興特別会計計上分 2                  2                  －                

施設整備費補助金 11,236          9,794             1,442        （注２）

うち復興特別会計計上分 －                －                －                

補助金等収入 11,816          12,391          575              

国立大学財務・経営センター施設費交付金 148              148              －                

自己収入 47,699          49,163          1,464            

授業料、入学料及び検定料収入 12,843          12,163           680           

附属病院収入 33,117          33,542          425              

財産処分収入 797              1,241            444              （注３）

雑収入 942              2,217            1,275            （注４）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 34,290          38,415          4,125            （注５）

引当金取崩 －                135              135              （注６）

長期借入金収入 4,391            2,759             1,632        （注７）

前中期目標期間繰越積立金取崩 1,292            826               466           （注８）

出資金 1,800            70                 1,730        （注９）

171,004        174,031        3,027            

支出

業務費 106,165        104,308         1,857        （注１０）

教育研究経費 76,006          71,142           4,864        

診療経費 30,159          33,166          3,007            

施設整備費 15,775          12,621           3,154        （注１１）

補助金等 11,816          12,308          492              

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 34,290          37,504          3,214            

長期借入金償還金 2,958            2,913             45             

出資金 －                70                70                （注１２）

171,004        169,724         1,280        

－                4,307            4,307            収入－支出
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○予算と決算の差異について

 （注１）　運営費交付金については、当初予算段階では予定していなかった特別運営費交付金が交付されたこと等により、予算額に
　　　 比して決算額が１，９９８百万円多額となっております。

 （注４）　雑収入については、主として施設使用料収入及び特許料収入、受取利息等により、予算額に比して決算額が１，２７５百万
　　　 円多額となっております。

 （注６）　引当金取崩については、賞与引当金及び退職給付引当金の取崩を行ったため、予算額に比して１３５百万円多額となって
　　　 おります。

 （注８）　前中期目標期間繰越積立金取崩については、施設整備等の一部を翌年度に実施することとしたため、予算額に比して決
　　　 算額が４６６百万円少額となっております。

 （注７）　長期借入金収入については、事業の一部繰越に伴って国立大学財務・経営センターからの借入金の一部を翌年度に借り
　　　 入れることとなったため、予算額に比して決算額が１，６３２百万円少額となっております。

 （注２）　施設整備費補助金については、計画の一部を翌年度に実施することとしたため、予算額に比して決算額が１，４４２百万円
　　　 少額となっております。

 （注５）　当初予算段階では予定していなかった国等からの受託研究及び受託事業等の獲得に努めたため、予算額に比して決算
　　　 額が４，１２５百万円多額となっております。

 （注１２）　出資金に係る支出額を計上しております。

 （注１０）  （注９）に示した理由等により、予算額に比して決算額が１，８５７百万円少額となっております。なお、予算段階では出資
 　　　金にかかる支出を教育研究経費として計上しております。

 （注１１）  （注２）及び（注７）に示した理由等により、予算額に比して決算額が３，１５４百万円少額となっております。

 （注３）　財産処分収入については、翌年度への繰越額１，１９９百万円を含んでおります。

 （注９）　出資金については、計画の一部を翌年度に実施することとしたため、予算額に比して決算額が１，７３０百万円少額となっ
　　　 ております。
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